
■野菜の殺虫剤・殺菌剤（キャベツ・はくさい）
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－ - ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ス タ ー ク ル 粒 剤 定植時 1
2g

●
● ●

・植穴土壌混和
・アブラムシ類は育苗期での株元散布の登録あり（2g/株）。

株元 － - 合ﾋﾟﾚ ガ ー ド ベ イ ト A 生育初期 5 ●

土混 － － ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸 ネ ビ ジ ン 粉 剤
は種又は
定植前

2 ●
・全面土壌混和、作条土壌混和は20kg/10a
・菌核病に30㎏/10a、全面土壌混和、使用時期 定植前で登録あり。

100倍
(1箱あたり
500mｌ灌注）

500mｌあたり5ｍｌ
（１箱分）

育苗期後半
～定植当日

1 ● ● ● ●
・灌注　セル成型育苗トレイ
(30×60cm・使用土壌約1.5～4㍑)

2,000倍 50ml 収穫前日 3 ● ● ●

- ｼﾞｱﾐﾄﾞ ベ リ マ ー ク SC 400倍
１箱あたり500mｌ灌注
（１箱あたり1.25ml）

育苗期後半
～定植当日

1 ● ● ● ● ●
・灌注　セル成型育苗トレイまたはペーパーポット1冊
(30×60cm・使用土壌約1.5～4㍑)
・アザミウマ類、ウワバ類、シロイチモンジヨトウに登録あり。

－ － 有機ﾘﾝ オ ル ト ラ ン 水 和 剤 1,000～2,000倍 50～100ｇ 30日前 1 ● ● ●

1,000
～

1,500

●
・水和剤か粒剤（定植時）どちらか選択して使用すること。

－ － ｵｷｻｼﾞｱｼﾞﾝ ト ル ネ ー ド エ ー ス DF 1,000～2,000倍 50 ～100g 7日前 2 ● ●
2,000

●
・2,000倍でウワバ類、ハイマダラノメイガに登録あり。
・10倍(1∼2L/10a)で無人航空機による散布登録あり。

- － ﾌﾙｷｻﾒﾀﾐﾄﾞ グ レ ー シ ア 乳 剤 2,000～3,000倍 33～50ml 7日前 2 ● ● ●

－ － IGR ノ ー モ ル ト 乳 剤 2,000倍 50ｍｌ 7日前 2 ● ● ● ・コナガに16倍で無人航空機による散布登録あり。

－ － ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ ア フ ァ ー ム 乳 剤 1,000～2,000倍 50～100ｍｌ 前日 3 ● ● ● ・タマナギンウワバ、ハイマダラノメイガに登録あり。

－ － BT ゼ ン タ ー リ 顆 粒 水 和 剤 1,000～2,000倍 50～100ｇ
発生初期但し、

収穫前日
－ ● ● ●

・1,000倍でナギアザミウマ、オオタバコガ、ハスモンヨトウ、シロイチモジヨ
トウに登録あり。

－ － ｼﾞｱﾐﾄﾞ ベ ネ ビ ア OD 2,000～4,000倍 25～50ml 収穫前日 3
2,000

●
● ● ●

・アザミウマの登録あり（2,000倍）
・ウワバ類、ハイマダラノメイガ、シロイチモジヨトウに登録あり。
・20倍(1∼2L/10a)で無人航空機による散布登録あり。

－ － メソイオン系 フ ィ ー ル ド マ ス ト フ ロ ア ブ ル 4000倍 25ml 前日 2 ● ● ● ●*
＊：ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ
・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ、ｳﾜﾊﾞ類、ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ、ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ類も登録あ

ー － ｽﾋﾟﾉｼﾝ デ ィ ア ナ SC 2500～5000倍 20～40ml 前日 2 ● ● ● ● ・ミツバチへの影響の恐れあり

－ － ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ス タ ー ク ル 顆 粒 水 溶 剤 2,000～3,000倍 33～50ｇ 3日前 2 ●

－ － ｽﾙﾎｷｼｲﾐﾝ ト ラ ン ス フ ォ ー ム フ ロ ア ブ ル 2,000倍 50g 前日 3 ● ・ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏにも登録あり。

－ 予 銅 ク プ ロ シ ー ル ド 1,000～1,500倍 100ml － － ●
1,000

●
・「結球あぶらな科葉菜類」で黒腐病の登録あり（1000倍）
・「野菜類」で軟腐病(1,000～1,500倍)、べと病の登録（1,000～2,000倍）

ー 予 微生物 マ ス タ ピ ー ス 水 和 剤 1,000～2,000倍 50～100g 前日 － ● ・黒斑細菌病、黒腐病の登録あり（1000～2000倍）。

－
予
治

その他 ス タ ー ナ 水 和 剤 1,000倍 100ｇ 7日前 3 ● ・黒斑細菌病の登録あり（1000倍）。

－ － ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ス タ ー ク ル 粒 剤 定植時 1
2g

●
● ● ・植穴土壌混和、アブラムシ類は2g/株

－ － ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸 ネ ビ ジ ン 粉 剤
は種又は
定植前

1 ● ・全面土壌混和、作条土壌混和は20kg/10a

株元 － － 合ﾋﾟﾚ ガ ー ド ベ イ ト A
は種時～
生育初期

5 ●

100倍
(1箱あたり
500mｌ灌注）

500mｌあたり5ｍｌ
（１箱分）

育苗期後半
～定植当日

1 ● ● ●
・灌注　セル成型育苗トレイ
(30×60cm・使用土壌約1.5～4㍑)

2,000倍 50ml 前日 3 ● ● ●

- ｼﾞｱﾐﾄﾞ ベ リ マ ー ク SC 400倍
１箱あたり500mｌ灌注
（１箱あたり1.25ml）

育苗期後半
～定植当日

1 ● ● ●
・灌注　セル成型育苗トレイまたはペーパーポット1冊
(30×60cm・使用土壌約1.5～4㍑)

－ － 有機ﾘﾝ オ ル ト ラ ン 水 和 剤 1,500～2,000倍 50～66ｇ 30日前 1 ● ● ●
1,500

●
・水和剤か粒剤（定植時）どちらか選択して使用すること。

－ － ｵｷｻｼﾞｱｼﾞﾝ ト ル ネ ー ド エ ー ス DF 1,000～2,000倍 50 ～100g 7日前 2 ● ● ● ・ヨトウムシは2,000倍

- － ﾌﾙｷｻﾒﾀﾐﾄﾞ グ レ ー シ ア 乳 剤 2,000～3,000倍 33～50ml 7日前 2 ● ● ●

－ － IGR ノ ー モ ル ト 乳 剤 2,000倍 50ｍｌ 7日前 2 ● ● ●

－ － ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ ア フ ァ ー ム 乳 剤 1,000～2,000倍 50～100ｍｌ 7日前 3 ● ● ●

－ － BT ゼ ン タ ー リ 顆 粒 水 和 剤 2,000倍 50ｇ
発生初期但し、
収穫前日まで

－ ● ● ●

－ － ｽﾋﾟﾉｼﾝ デ ィ ア ナ SC 2500～5000倍 20～40ml 前日 2 ● ● ● ・ミツバチへの影響の恐れあり

－ ｼﾞｱﾐﾄﾞ ベ ネ ビ ア OD 2,000～4,000倍 25～50ml 収穫前日 3
2,000

●
2,000

●
● ● ● ・ｳﾜﾊﾞ類、ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ、ｼﾛｲﾁﾓﾝｼﾞﾖﾄｳに登録あり。

－ － メソイオン系 フ ィ ー ル ド マ ス ト フ ロ ア ブ ル 4000倍 25ml 前日 2 ● ● ● ●
・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ、ｳﾜﾊﾞ類、ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ、
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ類、ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼにも登録あり。

－ － ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ス タ ー ク ル 顆 粒 水 溶 剤 2,000～3,000倍 33～50ｇ 3日前 2 ●
2,000

●

－ 予 銅 ク プ ロ シ ー ル ド 1,000～1,500倍 50～100ml － － ●
1,000

●
・野菜類でべと病(1000～2000倍)、軟腐病(1000～1500倍)
　の登録あり。

－ 予 微生物 マ ス タ ピ ー ス 水 和 剤 1000～2000倍 50～100g 前日 - ● ・黒斑細菌病の登録あり（1000～2000倍）

－
予
治

ｶﾙﾎﾞﾝ酸 ス タ ー ナ 水 和 剤 1,000倍 100ｇ 7日前 3 ● ・黒斑細菌病の登録あり（1000倍）。
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2～3g/株

3kg/10a

20～30kg/10a
（20kgは作条土混）

灌注

－ － ｼﾞｱﾐﾄﾞ

薬 剤 名 希釈倍率
水１００ℓあたり

使用薬量
使用時期

(収穫前日数)
回数
以内

適用病害虫名

プ レ バ ソ ン フ ロ ア ブ ル 5

茎葉
散布

は
く
さ
い

土壌
処理

2～3kg/株

20～30kg/10a

3kg/10a

灌注
－ － ｼﾞｱﾐﾄﾞ プ レ バ ソ ン フ ロ ア ブ ル 5

茎葉
散布


